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【商品改廃方法】 
・シーズンが変わるので商品をまとめて入替えたいのですが。 

・商品の追加・カットする品目は同じなのだから、複数のモデルに一度に同じように入替えを実施したいです。 

 

→GXでは、商品改廃機能を用いて商品の入替を行うことができます。 

複数のモデルに対して一度に商品改廃を実行することも可能です。 

商品改廃を行うには、まず対象モデルを選択し、商品改廃後のモデル情報をどうするか確認します。 

モデル情報が確定したら、入れ替える商品情報の設定を行い、商品改廃を実行します。 

【GXVer9以降】従来の「1対1」の商品入替に加え、「1対多」の商品入替が可能になりました。 

実行前に、元の商品幅と入替後の商品幅を比較することが可能です。 
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1. 商品改廃設定までの手順 
 
(1) メニュー[モデル]-[商品改廃]-[来期データとして作成]を実行してください。 

 

 

[来期データとして作成]を 

実行してください 
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(2) [商品改廃条件設定画面]が表示されます。[選択]ボタンをクリックしてください。 

 

 

[選択]ボタンを 

クリックしてください 
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(3) 商品改廃の対象チェーンを選択し、[選択]ボタンをクリックしてください。 

 

 

[選択]ボタンをクリック 

してください 

対象となるチェーンを 

選択してください 
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(4) [商品改廃条件指定画面]に戻ります。内容を確認し、[選択]ボタンをクリックしてください。 

 

 

[選択]ボタンをクリック 

してください 
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(5) [棚割モデル検索画面]が表示されます。任意の条件を設定し、[検索]ボタンをクリックしてください。 

 

 

[検索]ボタンを 

クリックしてください 



 8

(6) 検索結果一覧に検索されたモデルが表示されます。商品改廃対象とするモデルを選択してください。(複数選択可)   

 

モデルの選択は複数可能です。 

対象とするモデルを 

選択します 
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(7)   [∨]ボタンをクリックしてください。選択モデルが[選択結果一覧]に表示されます。モデルの選択が完了したら、[選択]ボタンをクリック

してください。 

 

 

[∨]をクリック 

してください 

[選択]ボタンをクリック 

してください 



 10 

2. 商品改廃対象の棚割モデル情報編集 

(1) [商品改廃  - 棚割モデル情報編集画面]が表示されます。選択された棚割モデルとモデル情報を確認し、必要があれば[一括編集]ボタンをク

リックしてください。 
 

初期状態では、自動的に実施期間、実施年度、実施時期が次期として「改廃先」に設定されています。 
[一括編集]ボタンは、選択モデル一覧で複数モデルを選択している時に使用することができます。 

変更の必要があれば 

[一括編集]ボタンを 

クリックしてください 

初期状態では、自動的に 

実施期間、実施年度、実施時期が 

次期として「改廃先」に 

設定されています。 
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(2) [商品改廃  - 棚割モデル情報一括編集画面]が表示されます。次シーズンの情報に合わせて開始日、終了日を変更します。変更する項目の

チェックボックスを ONにすると、その項目を編集することができます。 

 

 

例えば、[実施年度]チェックボックスを選択し、 

新しい実施年度を入力します。 
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(3) 内容がよろしければ[編集]ボタンをクリックしてください。 

 

 

[編集]ボタンをクリック 

してください 
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(4) [商品改廃  - 棚割モデル情報編集画面]へ戻ります。[次へ]ボタンをクリックしてください。 

 

 

[次へ]ボタンを 

クリックしてください 
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3. 商品追加情報設定(DBから JANコードを設定) 

(1) [商品改廃  - 追加・カット・入れ替え商品選択画面]が表示されます。[商品追加][商品カット]エリアとも、以下 3 種類の方法で対象リスト

に JANコードを加えることができます。まず、[DBから追加]ボタンをクリックしてください。 
 

ここでは、DBから追加する方法を説明します。 

[DBから追加]ボタンを 

クリックしてください 

「JANコードの直接入力」 
「DBから追加」 

「JANコードを列記したファイルから追加」 
の 3種類の方法で対象リストに JANコード

を加えることができます。 

「JANコードの直接入力」 
「DBから追加」 

「JANコードを列記したファイルから追加」 
の 3種類の方法で対象リストに JANコード

を加えることができます。 
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(2) [品揃え画面]が表示されます。商品を検索するため、[商品分類種別]を変更します。 

 

 

[商品分類種別]をクリックし 

種別を変更します 
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(3) [選択]ボタンをクリックしてください。 

 

 

[選択]ボタンをクリック 

してください 
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(4) [ブランド選択画面]が表示されます。任意のブランドを選択し、[選択]ボタンをクリックしてください。 

 

 

[選択]ボタンをクリック 

してください 

任意のブランドを 

クリックしてください 
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(5) [品揃え画面]に戻ります。[検索]ボタンをクリックしてください。 

 

 

[検索]ボタンをクリック 

してください 
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(6) 検索された商品が検索結果一覧に表示されます。今回は全件を選択します。[＞＞]ボタンをクリックしてください。 

 

 

[>>] ボタンをクリック 

してください 
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(7) 検索結果全件が選択結果一覧に表示されました。[決定]ボタンをクリックしてください。 

 

 

[決定]ボタンをクリック 

してください 
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(8) [商品改廃  - 追加・カット・入れ替え商品選択画面]に戻ります。[商品追加]エリアに選択した商品が追加されました。これらの商品は、追

加対象となります。 

  

 

選択した商品が商品追加対象となります。 
この後の操作を完了させると 
選択モデルの作業スペースに 
商品が追加されます。 
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4. 商品カット情報設定(JANコード直接入力) 

(1) [商品カット]エリアで[カット JANコード]にカット対象となる JANコードを入力し、[追加]ボタンをクリックしてください。 

 

ここでは、JANコードを直接入力する方法を説明します。 

[カットJANコード]に 

対象となるJANコードを 

入力してください 

[追加]ボタンを 

クリックしてください 
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(2) [商品カット]エリアに入力した商品が追加されました。これらの商品は、カット対象となります。 

 

 

入力・追加した商品が 
商品カット対象となります。 
この後の操作を完了させると 

選択モデルから当該商品が削除されます。 

削除の方法は[カット時に棚割モデルのカットスペースから 

商品を削除する]設定により変わります。 

モデルから完全に商品を削除する場合はチェックをONに。 

削除対象商品をカットスペースに保持したい場合はチェックを 

OFFにしてください 
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5. ファイルから JANコードを設定 

(1) [商品追加][商品カット]は設定ファイルから読み込むことも可能です。[商品追加][商品カット]をそれぞれのファイルで管理する場合には、

対象 JAN コードを列記したファイルを用意してください。A 列に 1(カット)、0(追加)と記入すると、1 つのファイルで追加・カット双方

を設定することができます。 

 

実行メニューによりファイルフォーマットが異なりますので注意してください。 

＜追加ファイル＞＜カットファイル＞ 

追加、カットをそれぞれファイル指定する場合には、 

  
  
  
  

のように記載したcsvファイルを用意してください。 

対象 JANコード A 
対象 JANコード B 
対象 JANコード C 

＜追加カット情報ファイル＞ 

  
  
 
  

のように記載すると、0は追加、1はカットと指定

してリストアップすることができます。 

0, 対象 JANコード A 
1, 対象 JANコード B 
… 
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(2) ここで、追加カット情報ファイルを設定します。[商品改廃  - 追加・カット・入れ替え商品選択画面]のメニュー[ファイルから追加]-[商品

追加カット情報]を実行してください。 

 

 

[商品追加カット情報]を 

実行してください 



 26 

(3) [商品改廃  - 追加・カット・入れ替え商品選択画面]が表示されます。用意した追加カット情報ファイルを選択し、[開く]ボタンをクリック

してください。 

 

 

[開く]ボタンをクリック 

してください 

追加カット情報の 

datファイルを 

選択します 
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(4) [商品追加][商品カット]エリアそれぞれに、ファイルに記載した商品が追加されました。 
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6. 商品入れ替え情報設定(ファイルから JANコードを設定) 

(1) [商品入れ替え]エリアで[ファイルから追加]にて対象商品を指定します。例えば、以下のようなファイルを用意します。 

 

ここでは、ファイルから追加する方法を説明します。 

A→A’ 

B→B’ 

C→C’ 

… 

のように商品を 

入れ替える設定です。 

  
  
  
  
  

のように記載します。 

入れ替え前商品 A,入れ替え後商品 A’ 
入れ替え前商品 B,入れ替え後商品 B’ 
入れ替え前商品 C,入れ替え後商品 C’ 
… 
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(2) [商品改廃  - 追加・カット・入れ替え商品選択画面]にて、[商品入れ替え]エリアで[ファイルから追加]ボタンをクリックしてください。 

 

 

[ファイルから追加] 

ボタンを 

クリックしてください 
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(3) [商品改廃  - 追加・カット・入れ替え商品選択画面]が表示されます。JANコードをリストアップしたファイルを選択し、[開く]ボタンをク

リックしてください。 

 

 

[開く]ボタンを 

クリックしてください 

入替えたい商品を 

リストアップした 

csvファイルを 

選択します 
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(4) [商品改廃  - 追加・カット・入れ替え商品選択画面]に戻ります。[商品入れ替え]エリアに入力した商品が追加されました。これらの商品は、

[カット JANコード]の商品が対応する[追加 JANコード]の商品と差し替えとなります。 

 

 

 
カットの方法は[カット時に棚割モデルのカットスペースから 

商品を削除する]設定により変わります。 

モデルから完全に商品を削除して入れ替える場合はチェックをONに。 

削除対象商品をカットスペースに保持したい場合はチェックを 

OFFにしてください 

設定した商品が 

商品入れ替え対象となります。 

この後の操作を完了させると 

選択モデルの[カット JANコード]の商品が、 

対応する[追加JANコード]の商品と 

差し替えとなります。 
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7. 商品改廃実行 

(1) 設定が完了したら[改廃実行]ボタンをクリックしてください。 

 

[商品追加]、[商品カット]、[商品入れ替え]はいずれか 1エリア設定すれば[改廃実行]することができます。用途に応じて設定してください。 

[改廃実行]ボタンを 

クリックしてください 
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(2) 商品改廃が実行されます。 
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(3) [商品改廃  - 来期データとして作成  – 結果ログ表示画面]が表示されます。[ログ表示]ボタンをクリックし、結果を確認してください。 

 

 

[ログ表示]ボタンをクリックし、 

結果を確認します 
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[1対多]タブを 

クリックします 

8. 【GXVer9以降】「1対多」の改廃 
従来の「1対 1」の改廃に加え、「1対多」の商品入替が可能になりました。実行前に、はみ出しが発生するかどうか確認することが可能です。 

(1) [商品改廃 - 追加・カット・入れ替え商品選択画面]で[1対多]タブを選択します。 
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(2) [1対多]タブが表示されます。 
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(3) 入替のためカットする商品を指定し、[追加]ボタンをクリックします。 

 
 

[追加]ボタンを 

クリックします 

入替のためカットとなる 

商品を指定します。 

直接入力以外にも、 

[DBから追加]で選択することも 

できます 
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(4) 指定したカット商品情報が表示されます。 

 

カット商品情報が表示されます 

改廃対象モデル群から、 

カット商品が何フェース 

陳列されているか抽出しています。 

今回の対象モデル群では、カット商品は 

1フェース、4フェース、5フェースで 

陳列されていることを表しています。 
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(5) 入替のため追加する商品を指定し、[追加]ボタンをクリックします。 

 

[追加]ボタンを 

クリックします 

入替のため追加する商品を指定します。 

直接入力以外にも、[DBから追加]で 

選択することもできます 
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(6) 指定した追加商品情報が表示されます。 
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(7) 陳列フェース数に応じて、追加商品をどのようにするか調整します。更に別の商品を組み合わせて追加することも可能です。 

 

更に別の商品を追加した例 

カット商品が複数フェースあるモデルで、 

追加商品を何フェースずつ置くかを 

設定することができます 

上記の設定を 

商品画像イメージで示しています 
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個別の数値を調整することで、 

追加商品のフェース数が増減します 

背景が黄色い場合は、 

この組合せで改廃実行すると 

カット商品群の幅を超えてしまい、 

はみ出しが発生する可能性が 

あることを示します 

(8) 陳列フェース数に応じて、追加商品をそれぞれ何フェース置くか設定します。 

 カット商品が 1フェースのモデルでは追加商品①を 1つだけ置く。 
 カット商品が 4フェースのモデルでは、追加商品①を 2フェース、追加商品②を 2フェース置く。 
といったように個別に設定することができます。 
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(9) 陳列フェース数に応じて、追加商品をそれぞれ何フェース置くか調整します。 

調整が終わったら、[改廃実行]ボタンをクリックします。 

 
※黄色い個所が無くなるよう調整すると、改廃後のモデルではみ出しを避けることができます。 

背景が黄色い個所がなくなるよう 

調整してください 

最後に[改廃実行] 

ボタンを 

クリックします 

操作途中で[1:1][1:多] 

タブを切り替えると、 

設定が初期化されるので 

ご注意ください 
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ご 注 意 
□本ソフトウェアおよび本ソフトウェアに付属するマニュアルおよびヘルプ（以降各マニュアルと表記します）の著作権は、 
日本総合システム株式会社にあります。 
□本ソフトウェアおよび各マニュアルの一部または全部を無断で使用、複製することはできません。 
□本ソフトウェアおよび各マニュアルを運用した結果の影響については、いっさい責任を負いかねますのでご了承ください。 
□本ソフトウェアの仕様および各マニュアルの内容は、将来予告なしに変更することがあります。 
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